Aesthetics of bioinformation processing by CASTRO Juan Manuel
氏　　　　　名　　 CASTRO Juan Manuel （ｶｽﾄﾛ ﾎｱﾝ ﾏﾇｴﾙ）
学 位 の 種 類　　博　士（芸　術）
学 位 記 番 号　　甲第 33 号
学 位 授 与 日　　平成 23 年 3月 23 日
学位授与の要件　　学位規則第 4条第 1項該当































































































































systems) 」と「ハイブリッド共生系 (hybrid symbiosis)」という 2つのコンセプトとそ
4
の重要性を提示した。
　最後の第 5章は本論文の結論として、論文の議論を総括し、今後の展望を示している。
　アートと生命科学の境界領域が注目されるようになり、それを巡る議論が増えてきて
いるが、本論文が対象としている生命情報プロセシングの重要性、とくにその美学的なイ
ンパクトについては、これまでほとんど言及されてはこなかった。しかしこの点は、現代
のアートが急速に展開する現代のテクノロジーを援用することで、今までになく複雑で、
想像しがたい生体合成システムとしての作品を創造できるのかどうかを考える上で、必要
不可欠なアプローチである。本論文は、生命システムを内蔵する新たなハイブリッド・シ
ステムの可能性について検討し、それとの関わり方を理解・提案していく際にアートが果
たすユニークな役割について考察することで、生物学的な知見や素材を組み込んだハイブ
リッド・アートの進化の事例と可能性を提示した。さらには、こうした生命観に関わる新
たな問題に対して、アートの側からそこに独自の視点や解釈を加えることで、アーティス
トとサイエンティストのコラボレーションによって新たな表現様式や美学概念を生成する
ための、先駆的な事例となっている。以上のような観点を総合し、審査委員の総意として、
本論文を学位を授与するに相当のものと認める。
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